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野 産業は、マクロ経済とミクロ経済の分析上の接点でもあり、またその産業の生産活動

の主体として重要なのは企業である。需要面からの活動の主体の中核である人や世帯は、

企業を経由して、その需要を顕在化させ、生産活動に結びつけることができる。このよ

うに現代経済は分業と迂回生産によって特徴付けられる。 

国民経済計算や産業連関表によれば、財・サービスの最終需要は、人や世帯の消費の

他に、企業の投資需要から成り立っている。また生産では中間投入の重要性も見過すこ

とができない。このように、企業と産業は、経済を観察するときの最も基本的な対象で

あると考える。 

本演習では、まず特定の企業の事例をもとに、その産業の特徴を探りながら、企業が

どのように市場経済下において、事業活動をしているかを学習する。次に、企業が存在

している経済システムは、全体としてどうのように機能しているかを理解することを目

的とする。 
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本演習では、学生の興味のある論文テーマを考慮しながら進める。まず、企業はどの

ようにして市場に存在し続けることができるのか、どのように事業活動を展開している

のか、という経営的観点から履修する。次に、企業が存在している市場環境は、全体と

してどのように機能しているか、またどのようなフィードバックメカニズムがあるか、

という経済的観点から授業を進める。 

 演習は学期の前半と後半からなる。まず、個別企業の経営的観点から、企業ケースメ

ソッドによる産業分析をする。 

次に、経済的視点から、まず経済全体を考える国民経済計算概念による産業概念と、

産業連関表の特徴を理解する。次にその発展応用として、応用一般均衡の基礎を学ぶ。   

以上のように、この演習では経営的観点と経済的観点の双方から、我々が住んでいる

経済社会を理解することが目的である。観点が違えば、分析の対象も自ずと異なってく

る。例えば、実業家としての経営者は、所与の経済システムの中で、いかに業績をあげ

るかに専念するであろう。経済政策担当者は一国の経済システムが全体としてどのよう

な相互依存関係にあって機能しているか、どの部門が機能不全になっているか、どのよ

うな経済対策が必要か等に興味を持つであろう。このように、双方の分析の観点と目的

の相違に着眼し、日々活動している企業や経済社会全体の仕組みを理解することは、将

来、起業家や政策立案者を目指すものにとって必須の要件であると考える。本演習がそ

の一助になれば幸いである。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 


